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効率的でドナーの負担軽減に資する末梢血幹細胞採取法の確立と 

非血縁者間末梢血幹細胞移植の治療成績向上のための研究 
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Ａ. 研究目的 

非血縁者間末梢血幹細胞移植は本邦においても増加

傾向にあるが、実臨床のいてはGVHDの管理、特に慢

性GVHDの管理が危惧される点であり、慢性GVHDの

対策と治療体制の整備が望まれている。GVHD予防と

しては欧米では移植後シクロフォスファミド（PTCY）

がHLA半合致血縁者間移植のみならず、非血縁者間移

植にも拡がっているが本邦ではまだ適応されていない。

その為、まず本邦でのPTCYを用いたHLA半合致血縁者

間移植の成績を解析し、今後の非血縁者間移植への拡大

の為の資料とすることを目的に本研究を行った。 

Ｂ. 研究方法 

 日本造血細胞移植学会データベースに登録された
HLA 半合致血縁者間移植の症例のデータを後方視的
に解析した。特に PTCY の投与量に着目して解析を行
った。 

＜倫理面への配慮＞ 

大阪国際がんセンターの倫理審査委員会において承

認を得た。 

Ｃ. 研究結果 

最も頻度が高く用いられていたPTCYは50 mg/kg/day 

2 日間（50-50 群）であり、その次に 40 mg/kg/day 2

日間（40-40 群）であった。この 2 群間での臨床成績の

差を比較した。全体では 969 例が 50-50 群、538 例が

40-40 群に含まれた。2 群の解析では有意に 50-50 群の

方が全生存率に優れる結果であったが、患者背景が大

きく異なり、propensity-score matching の上で 2 群間

の比較を行った。その結果、急性および慢性GVHD に

おいても両群で有意な差はなく、全生存率に関しても

有意な差はなかった。 

Ｄ. 考察 

  後方視的な検討という限界はあるが、40-40群と50-50

群において主要な評価項目で有意な差はなく、40-40と

いう投与量も妥当な選択肢と考えられた。この投与量の

妥当性も非血縁者間移植においても検討すべきと考え

られた。 

Ｅ. 結論 

40-40 群と 50-50 群において主要な評価項目で有意な差

はなく、40-40 という投与量も妥当な選択肢と考えられ

た。 
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